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令和６年度 学校経営計画表 

１ 学校の現況 

学校番号 50 学校名 茨城県立石岡第一高等学校 課程 全日制 学校長名 櫻井 隆之 

副校長名 片岡 一郎 教頭名 豊崎 泰史 事務長名 柳澤 松雄 

教職員数 教諭 55 
養護 

教諭 
1 

常勤 

講師 
3 

非常勤 

講師 
4 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
8 

事務職

員 
6 

技術職

員等 
8 計 85 

生徒数 

小学科 
１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普 通 科 126 115 115 117 115 123   356 355 18 

園 芸 科 18 22 16 24 11 27   45 73 3 

造 園 科 31 9 29 8 35 3   95 20 3 

２ 目指す学校像 

(1) 創立 110 年を超える歴史と伝統を受け継ぎ、学科の特色を生かし、地域における教育の中核として「魅力ある学校」「信頼される学校」となる。 

(2) 生徒一人一人が個性を伸ばし、将来の夢を実現するための知識・技能を身に付け、自信と誇りを持てる学校となる。  

(3) あらゆる教育活動の場面で、一人一人が輝く活力ある学校となる。 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する

方針（グラデュエーション・ポリ

シー） 

(1)進学に向けた組織的・計画的な指導を充実させ、生徒の学習意欲とキャリアデザイン力を育成する。 

(2)授業の内容や方法を工夫・改善するとともに、生徒の主体的な学習習慣の定着と確実な学力の向上を図る。 

(3)生徒の規範意識を高める指導と心の教育を充実させ、自己指導力や互いを尊重する態度を育成し、人間性の向上を図る。 

教育課程の編成及び実施に関する

方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

(1)地域の教育力を活用し、多様な学びを取り入れた教育課程の編成・実施 

(2)生徒の興味関心を最大限引き出し、生徒が主体的に活動する授業の実践 

(3)「総合的な探究の時間」を充実させ、大学等との連携や教科間連携をした探究型の学習の展開 

(4)豊富な地域人材を活用したキャリア教育の展開 

(5)進学から就職まで多様な進路に柔軟に対応する指導の充実 

(6)学校行事や課外活動、ボランティア活動等のさまざまな体験を通じて、主体性と協働性を養う学習機会の充実 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

(1)学習意欲があり、基本的生活習慣や規範意識が身についている生徒 

(2)他人の考えを尊重し、人の意見を素直に聞くことができる生徒 

(3)生徒会活動や部活動、地域活動等に対して、積極的のチャレンジできる生徒 

(4)自分の考えを様々な場面で発表し、表現する意欲を持っている生徒 

(5)身に付けた専門性を生かし、農業や産業の担い手として、地域を支えるリーダーとして社会に貢献しようとする気概を
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持った生徒 

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 多様な生徒たちへの個別最適な学び・協同的な学びの充実を目指し、

各教科で授業や評価方法の工夫・改善に努めている。ICT の積極的な

活用や言語活動を取り入れた実践も多く見られるようになってきた

が、まだ手探りの状況が続いており、殆どの教科がＩＣＴ活用や言語

活動の充実について課題を抱えている。「総合的な探究の時間」におい

ても探究的・横断的な学習に向けて試行錯誤が行われているが、こち

らも手探りの状況が続いている。多様な生徒が在籍するなかで、全体

指導（集会・LHR）と個別指導（面談）を通じて、生徒の学力や意欲、

目標に応じた丁寧な指導を行っており、多くの生徒は家庭学習習慣を

定着しつつあるが、 なかなか学習習慣が身に付かない生徒も見られ

る。 

 研修や教員相互の授業参観への参加を促し、「主体的・

対話的で深い学び」・「学びに向かう力」を目指した授業や

ICT 活用についてのノウハウを共有する。他校の事例など

を参考に「総合的な探究の時間」の内容を充実し、教科横

断的・課題解決型の学習を推進する。学習習慣が確立して

いない生徒に対しては面談等を通じて個別的で丁寧な指

導を一層充実させる。また、新学習指導要領への完全移行

の結果を踏まえ、教育課程の見直しを開始するとともに、

新学習指導要領に対応した学習評価について、内規の適切

な運用を徹底する。 

進路指導 令和６年度入試において、大学進学者は 136 名、延べ合格者数は 351

名である。国公立大学現役合格者は 35 名で、８年連続で 20 名超え。

県内の国公立大学の内訳は茨城大学７名、茨城県立医療大学１名と苦

戦したが、筑波大学に１名合格、２年連続となった。岡山・埼玉・岩

手(獣医)など難関校の合格も快挙である。また、青山学院大・明治大・

立教大に合格者がでたのも、本校がめざす最後まで諦めずに受験に挑

戦する雰囲気や体制づくりの成果である。今年度も上位校への合格者

数を増やすとともに、総合型（旧 AO）や学校推薦型に頼らない雰囲気

や体制を堅持したい。看護系専門学校は 14 名が合格。就職は 37 名と

ほぼ例年通りで、学校推薦による就職は内定率 100％である。さらに

公務員試験の合格者は３名と減少したものの、今年度も茨城県職員の

合格者を出した。 

【国公立大学現役合格者数】 

(入試年度) H27 6 名  H28 11 名 Ｈ29 24 名  H30  23 名 H31 22 名 

R2 37 名 R3 35 名  R4 27名  R5 25名 R6 35 名 

 学年と教科との連携を図り、３年間を見通した組織的 

な進路指導を進める。進路希望を実現させるために、 計

画的な面談指導および充実した進路指導を展開する。さら

に、進路希望に応じて個別指導も充実させ、より高い進路

希望を実現させ、地域に信頼される進学校を目指す。     

【目標】 国公立大学現役合格者 40 名以上 

     筑波大学合格 １名以上  

茨城大学２０名以上 県立医療大学２名以上 

GMARCH ５名以上、早慶上理２名以上 

第一志望合格率、公務員試験合格率の向上 

一般企業就職率 100％ 

生徒指導  学校生活全般に落ち着きがみられ、 服装などの容姿も概ね良好であ

る。特別指導については件数を減らすことにこだわらず、日々の生活

指導に重点を置き、今後も継続して規範意識の醸成を図る必要がある。 

電車通学の生徒が多い中、規範意識や社会的なマナーも向上してお

 すべての教職員が継続して参加できる指導体制を構築

するとともに、組織的な生徒指導で問題行動の未然防止に

取り組む必要がある。さらに些細な事案でも見逃さず指導

を継続することにより、問題行動の未然防止に努めてい



別紙様式１（高） 

り、学校への苦情等は近年減少している。 く。 

特別活動  運動部、文化部ともに活発に活動しており、各種大会等において多

くの部が好成績を収めている。過去数年の間に、野球部の全国選抜高

校野球大会出場をはじめ、バドミントン部・ウェイトリフティング部・

弓道部が国体や全国大会等に出場を果たし、活躍している。 

 ホームルーム活動、ボランティア活動、文化祭、収穫祭などを通し

て、学校や家庭及び地域とふれあい、将来の生き方を考えさせる機会

が得られた。 

 各部の部員数を増やし、さらに活発な活動状況を目指

す。特に、運動部の部員増加と、文化部の活動発表の場を

設けたい。また、より主体的な生徒会活動が望まれる。 

 生徒の学校内外の活動を記録・蓄積し、新たな学習や生

活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりするた

めの教材等の活用の方法について、工夫する必要がある。 

教員の勤務環境の整備 保護者や社会の様々なニーズに応えるため、教員は熱意や使命感を

もって学習や部活動などの業務を担っているが、長時間勤務により疲

労の蓄積や効率の低下を招くことがある。すべての職員が授業準備や

自己研鑽の時間を確保し、意欲的に業務に取り組める環境の整備が不

十分である。まだ一部の教員への過重負担が解消されていない。 

これまでも業務の役割分担と適正化、および職員の意識改

革に取り組んできたが、限られた時間の中で、子供たちに

効果的な教育活動を行うために、ICT の活用による効率化

や係分担・行事等の見直しに加え、家庭や地域などと協働

して子供たちを育む体制を整備する必要がある。 

 

５ 中期的目標 

(1) 進学に向けた組織的・計画的な指導を充実させ、生徒の学習意欲と大学進学実績の向上を目指す。  

(2) 授業の内容や方法を工夫・改善するとともに、生徒の主体的な学習習慣の定着と確実な学力の向上を目指す。 

(3) 生徒の規範意識を高める指導と心の教育を充実させ、自己指導力や互いを尊重する態度を育成し、人間性の向上を目指す。 

(4) 業務内容や係分担の見直し、および家庭・地域等との協働により、働き方改革を図る。 

 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

１学力の向上 (1) 授業時間数と授業時間の確保に努める。  

(2) 授業方法を改善し、「主体的・対話的で深い学び」を推進する。  

(3) 自学自習・家庭学習習慣の定着を図る。 

(4) 「生活・学習プランニング力」の向上を図る。 

(5) 総合的な探究の時間の展開を研究し、改善する。 

(6) 特別支援教育を推進する。 

２進路希望の実現 (1) 組織的・計画的指導を推進し、志望校への合格を目指す。  

(2) 個別面談を充実させ、進路希望を明確にする。 

(3) 課外授業等の計画的実施と主体的な学習活動を促進する。 
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(4) キャリアデザイン力を育成し、生徒の意欲・能力を高める。 

(5) 地域活動への参加を促し、社会的実践力を養成する。 

３基本的生活習慣の確立と

規範意識の定着 

(1) 生徒に社会性を意識させ、挨拶や身だしなみの指導に努める。 

(2) いじめや体罰のない「安心・安全な学校づくり」に努める。 

(3) 職員間の情報共有を図り、家庭や関係機関との協力・連携に努める。 

４特別活動の充実 (1) 生徒の企画・運営力を高め、主体的な活動を促進する。 

(2) 学校行事での生徒の積極的な取組を促進する。 

(3) 部活動の充実を図り、生徒の向上心や達成度を促進する。 

(4) キャリア・パスポートを活用し、新たな学習や生活への意欲につなげ、将来の生き方を考える活動につなげる。 

５専門教育の充実と地域と

の連携 

(1) 幅広いニーズに応えられる魅力ある学習内容を検討する。 

(2) プロジェクト学習を充実させ、大会入賞者や上級資格合格者を増やす。 

(3) 地域と連携した専門教育を推進する。 

６外部への情報発信 (1) HP や新聞等のメディアを活用し、保護者や地域に積極的に情報発信する。 

(2) 学校説明会や中学校訪問の実施により、中学生対象の広報活動を推進する。 

(3) 地域に開かれた学校づくりを推進する。 

７教員の働き方改革の推進

と服務規律の遵守 

(1) 教育計画や組織運営を見直し、勤務時間に関する意識改革と時間外勤務の抑制を推進する。 

(2) 授業やその準備に集中できる時間、教師自らの専門性を高めるための研修の時間や、生徒と向き合うための時間を十分確保

し、教師が日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性を高め、生徒に対して効果的な教育活動を行うこ

とができるような環境を整備する。 

(3) 教員はコンプライアンス意識の向上に努め、服務規律の遵守を徹底する。 

８授業改善の推進 (1) 生徒の学び（授業観・学習観）とともに教師自身の学び（研修観）を転換し、個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じ

て、「主体的・対話的で深い学び」を実現する。 

(2) 教師一人一人が、生徒による授業評価（「中間評価」等）をもとに日々適切に授業改善をする。 

(3) 学校の目標として、「生徒による授業評価（「最終評価」）」の各項目における「学校全体の評価平均」を「3.0」以上とする。 

 


